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今
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あ
る
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落
語
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近
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落
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八
丁
目
に
お
住
い
の
若
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例
の
学
区
ふ
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あ
い
交
流
サ
ロ
ン
を
行
い
ま

●
長
生
き
の
秘
訣
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間
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有
意
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お
過
ご
し
い
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だ
こ
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し
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追
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５月３０日 旧鮎河小学校・保育園                       

 ３月２６日の再編検討協議会おいて、再編検討協議会の今後の在り方について議論され、「閉 

校・閉園により、当協議会の役割を終えるのが本来ではあるが、引き続き責任をもって施設の活 

用の検討を進めることが望ましい」との結論に至り、これまでの委員さんを中心とした跡地活用 

検討協議会が立ち上がりました。第１回の協議会には自治振興会のアドバイザーチーム員も参加 

意見交換に加わっていただき、今後の利活用が討論され、小学校⇒民間企業や、団体等が活用、 

保育園⇒市民センター（公民館）機能を有した、地域住民が利用できる市管理の建物に活用との 

方向性が示されました。施設をいかに有効活用するかが、地域振興、地域の活気の維持や、鮎河 

の歴史、文化を未来へ繋いでいくためにはたいへん重要となります。 

 鮎河小学校の跡地利用については「利活用に係るヒアリング型（サウンディング型）市場調査          

                                                                               が行われることとなり、7月４日 

                             の甲賀市のホームページで山内小 

                             学校等とともに公開されました。 

                              ヒアリング型（サウンディング 

                             型）市場調査とは、活用検討の早 

                             い段階で民間業者から広く意見や  

                             提案を受けながら、施設の市場に 

                             おけるポテンシャル等を正確に把 

                             握するための調査です。民間の活 

力を取り入れた活用案の構築・事業用地の市場性の把握・事業収益性を反映した参加しやすい公 

募条件など、活用に向けたアイディアやノウハウ等の提案を受けながら、併せて課題解決の手法 

が「対話」の中で検討されます。調査申込期間は７月４日～８月１０日まで、７月２５日には事 

業者への説明会が開かれます。調査実施は８月２１日～２３日となっています。ヒアリング調査 

は鮎河小学校で実施され、相談内容や、提案内容なども含め、すべての情報は公開情報となりま 

す。もちろん､調査項目の中に、地域への貢献､地域活性化等への提案も含まれています。活用案 

や公募条件を市だけで検討し事業者の公募を実施した場合には、公募参加者なし、条件での不一 

致等が見られるので､鮎河小学校、山内小学校､山内保育園についてはヒアリング型の市場調査実 

施となったのです。私たちは甲賀市のヒアリング調査を理解し､見守ってまいりたいと思います。                               

                             

第１回 跡地活用検討協議会開催される！    

（国土交通省の手引よりお借りしました。） 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

毎
週
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曜
日
は
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平成３０年度役員名簿

防災対策事業：消火栓器具格納箱、消火栓ﾎｰｽ等の整備

 自主防災備品の整備、防災倉庫の管理、防災訓練の実施

防犯対策事業：各区防犯灯整備補助

生活環境整備事業：各区ごみ集積場整備補助　交通安全対策事業：通行危険個所の整備

人権啓発事業：人権研修会、男性の料理教室

広報啓発事業：ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･ﾌﾞﾛｸﾞの更新､広報紙の発行　戦没者追悼事業：学区慰霊祭の執行

歌声喫茶in鮎河、高齢者グランドゴルフ大会

◎総合過疎対策事業：旧鮎河小学校、保育園跡地活用検討協議会への参画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(自治振興会　アドバイザーチーム）

　　地域の拠点について考える、空き家対策、定住対策について市と連携、検討を進める

◎災害に強い人、災害に強いまちづくりの推進⇒自主防災隊の組織や活動の強化

781,000

予　算　額

運営費 2,081,000

返還金

積立金

予備費

桜海に甦る鮎河の城事業：城跡の整備等・ふる里探訪里山ウォーク

交流促進事業：咲くや鮎河さくらまつり・大河原もみじまつり

100,000

合　　　計 4,000,000

補助金 30,000

負担金 300,000

諸収入 2,345

繰越金 479,655

(単位：円） 【支出の部】 (単位：円）

　各組代議員、役員、専門部会員等39名の皆様が出席、慎重にご審議いただき、次の議案が承認及び可

決されました。◎平成29年度事業経過報告について　◎平成29年度収支決算報告について 

◎役員の改選について　  ◎平成30年度

事業計画(案）について　◎平成30年度

収支予算(案)について　

　自治振興会4年目の舵取りとなる水上貢　

会長より｢振興会の活動を進めるには役員、

部会員それぞれの多大な力が必要です。み

んなの力で課題山積の地域づくりに鋭意努

力を重ね進んで行きましょう」との挨拶が

ありました。どうか皆様より一層のご協力

よろしくお願いいたします。

自治振興交付金 3,188,000

基礎交付金

事業加算金

事務加算金

科　　　　目

　　　　　羽ばたけ通信 平成３０年７月２５日第１６号 　　　　　羽ばたけ通信 平成３０年７月２５日

956,000

1,887,000

380,000

1,072,000

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　

一般管理費 203,000

事務局費 1,097,000

羽ばたけ鮎河自治振興会平成３０年度収支予算書

第１６号

青少年育成事業：鮎っ子親子活動、夏休み映画会

文化事業：文化祭の開催　福祉対策事業：集会所福祉備品の配備

科　　　　目 予　算　額

区・自治会活動交付金 780,000

1,000

1,000

30,000

合　　　計

事業費

きらめき部会費

4,000,000

734,000あんしん部会費

270,000

いきいき部会費 783,000

区活動費

スポーツ事業：多世代参加による学区民スポーツ大会

高齢者活性化事業：学区敬老会、学区ふれあい交流サロン(2回)

地域活性化事業：イルミネーション設置

地域振興 学区民映画会（２回）、盆踊り《鮎河(花火)・大河原》

産業振興事業：獣害対策の実施

景観対策事業：さくら苗木等の植樹・剪定・管理

総合過疎対策事業費

役 職 名 氏  名 役 職 名 氏  名 

会  長 水 上   貢 専門部会部会長 上 野 喜久治 

副 会 長 大 家 清 隆 専門部会部会長 福 村 三代士 

副 会 長 山 北   裕 専門部会部会長 小 倉 勝 次 

会  計 山 村 喜 造 専門部会副部会長 黒 河 惠 子 

理  事 福 嶌 孝 基 専門部会副部会長 福 岡 多喜子 

理  事 橋 本 久 志 専門部会副部会長 前 田 初 樹 

理  事 大 野 幸 市 監  事 福 本 幸 男 

理  事 小 倉 玉 城 監  事 南     清 

理  事 西 村 正 直 事 務 局 長 曽 我 三四次 

理  事 小 倉 千三枝   

 

『みんなで支えて､みんなでつくる、鮎河の未来』 

平成29～33年度(5ヶ年)郷づくりの目標【ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ】 

あんしん部会 安心して暮らせる自然豊かな郷 

いきいき部会～心豊かな人が育ち、生き生きと暮らせる郷 

きらめき部会～人・地域が煌めき、賑わいのある郷 

三部合同事業～地域課題解決に向けて！ 

 

平成３０年度 事業計画 
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一般管理費 203,000

事務局費 1,097,000

羽ばたけ鮎河自治振興会平成３０年度収支予算書

第１６号

青少年育成事業：鮎っ子親子活動、夏休み映画会

文化事業：文化祭の開催　福祉対策事業：集会所福祉備品の配備

科　　　　目 予　算　額

区・自治会活動交付金 780,000

1,000

1,000

30,000

合　　　計

事業費

きらめき部会費

4,000,000

734,000あんしん部会費

270,000

いきいき部会費 783,000

区活動費

スポーツ事業：多世代参加による学区民スポーツ大会

高齢者活性化事業：学区敬老会、学区ふれあい交流サロン(2回)

地域活性化事業：イルミネーション設置

地域振興 学区民映画会（２回）、盆踊り《鮎河(花火)・大河原》

産業振興事業：獣害対策の実施

景観対策事業：さくら苗木等の植樹・剪定・管理

総合過疎対策事業費

役 職 名 氏  名 役 職 名 氏  名 

会  長 水 上   貢 専門部会部会長 上 野 喜久治 

副 会 長 大 家 清 隆 専門部会部会長 福 村 三代士 

副 会 長 山 北   裕 専門部会部会長 小 倉 勝 次 

会  計 山 村 喜 造 専門部会副部会長 黒 河 惠 子 

理  事 福 嶌 孝 基 専門部会副部会長 福 岡 多喜子 

理  事 橋 本 久 志 専門部会副部会長 前 田 初 樹 

理  事 大 野 幸 市 監  事 福 本 幸 男 

理  事 小 倉 玉 城 監  事 南     清 

理  事 西 村 正 直 事 務 局 長 曽 我 三四次 

理  事 小 倉 千三枝   

 

『みんなで支えて､みんなでつくる、鮎河の未来』 

平成29～33年度(5ヶ年)郷づくりの目標【ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ】 

あんしん部会 安心して暮らせる自然豊かな郷 

いきいき部会～心豊かな人が育ち、生き生きと暮らせる郷 

きらめき部会～人・地域が煌めき、賑わいのある郷 

三部合同事業～地域課題解決に向けて！ 

 

平成３０年度 事業計画 
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落
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５月３０日 旧鮎河小学校・保育園                       

 ３月２６日の再編検討協議会おいて、再編検討協議会の今後の在り方について議論され、「閉 

校・閉園により、当協議会の役割を終えるのが本来ではあるが、引き続き責任をもって施設の活 

用の検討を進めることが望ましい」との結論に至り、これまでの委員さんを中心とした跡地活用 

検討協議会が立ち上がりました。第１回の協議会には自治振興会のアドバイザーチーム員も参加 

意見交換に加わっていただき、今後の利活用が討論され、小学校⇒民間企業や、団体等が活用、 

保育園⇒市民センター（公民館）機能を有した、地域住民が利用できる市管理の建物に活用との 

方向性が示されました。施設をいかに有効活用するかが、地域振興、地域の活気の維持や、鮎河 

の歴史、文化を未来へ繋いでいくためにはたいへん重要となります。 

 鮎河小学校の跡地利用については「利活用に係るヒアリング型（サウンディング型）市場調査          

                                                                               が行われることとなり、7月４日 

                             の甲賀市のホームページで山内小 

                             学校等とともに公開されました。 

                              ヒアリング型（サウンディング 

                             型）市場調査とは、活用検討の早 

                             い段階で民間業者から広く意見や  

                             提案を受けながら、施設の市場に 

                             おけるポテンシャル等を正確に把 

                             握するための調査です。民間の活 

力を取り入れた活用案の構築・事業用地の市場性の把握・事業収益性を反映した参加しやすい公 

募条件など、活用に向けたアイディアやノウハウ等の提案を受けながら、併せて課題解決の手法 

が「対話」の中で検討されます。調査申込期間は７月４日～８月１０日まで、７月２５日には事 

業者への説明会が開かれます。調査実施は８月２１日～２３日となっています。ヒアリング調査 

は鮎河小学校で実施され、相談内容や、提案内容なども含め、すべての情報は公開情報となりま 

す。もちろん､調査項目の中に、地域への貢献､地域活性化等への提案も含まれています。活用案 

や公募条件を市だけで検討し事業者の公募を実施した場合には、公募参加者なし、条件での不一 

致等が見られるので､鮎河小学校、山内小学校､山内保育園についてはヒアリング型の市場調査実 

施となったのです。私たちは甲賀市のヒアリング調査を理解し､見守ってまいりたいと思います。                               

                             

第１回 跡地活用検討協議会開催される！    

（国土交通省の手引よりお借りしました。） 

・
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・
・
・
・
・
・
・
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